
 

  令和５年度シラバス（国語）  学番（４６）新潟県立吉田高等学校  

教科(科目) 国語(言語文化) 単位数 ２単位 学年(コース) １学年【必修】 

使用教科書 東京書籍出版『新編言語文化』 

副教材等 古語辞典 国語辞典 

  

１ 学習目標         

 
言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり

育成することを目指す。 
(1) 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に対する理解を深めるこ
とができるようにする。 

(2) 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝えあう力を高め、自
分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 

(3) 言葉が持つ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い
手としての自覚を持ち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

 

２ 指導の重点                  

 
① 基本的な言語事項の習得を重視し､特に常用漢字の確実な習得を目指します｡ 
② 文章を的確に理解した上で、自分の考え方を確立させることを目指します｡ 
③ 更にそれらを的確に表現し､積極的に他者とのコミュニケーションを図る態度を育てます｡ 

 

３ 評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度 

・・生涯にわたる社会生活に必要な国語
の知識や技能を身に付けるとともに、
我が国の言語文化に対する理解を深め
ようとしている。 

・「書くこと」、「読むこと」の各領域に
おいて、論理的に考える力や深く共感
したり豊に創造したりする力を伸ば
し、他者との関わりの中で伝え合う医
力を高め、自分の思いや考えを広げた
り深めたりすることができるようにし
ている。 

・言葉を通じて積極的に他者や社会に
関わったり、思いや考えを広げたり深
めたりしながら、言葉が持つ価値への
認識を深めようとしているとともに、
進んで読書に親しみ、言葉を効果的に
使おうとしている。 

 

４ 評価方法 

 評価は次の観点から行います｡ 

 知識・技能 ａ 思考･判断･表現 ｂ 主体的に学習に取り組む態度 ｃ 

評
価
方
法 

 上記の観点を踏まえ､ 
・定期考査（課題テストを含む）の分
析 
・課題やプリント、ノート等、提出物
の内容の確認 

・小テスト等 
 

などから､評価します｡  

 上記の観点を踏まえ､ 
・定期考査（課題テストを含む）の分
析 
・課題やプリント、ノート等、提出物
の内容の確認 

・小テスト等 
                                
などから､評価します｡  

 上記の観点を踏まえ､ 
・授業や学習活動への取組の観察 
・課題やプリント、ノート等、提出物
の提出状況と内容の確認    

          
などから､評価します｡  

 
内容のまとまりごとに、各観点 
「Ａ：十分満足できる（７５％以上）」「Ｂ：おおむね満足できる（４０％以上）」 
「Ｃ：努力を要する（３９％以下）」 で評価します。 
 
内容のまとまりごとの評価基準は、授業で説明します。 

 

 

 



５ 学習計画                              

 単元

名 

授業時数 

と領域 

教材名 学習活動(指導内容) 評価の 

観点 

評価方法 

４   

 

 

 

１   

古文

入門 

 

６ｈ 

Ｂ「読むこと」 

 

「古文に親し

む」 「児のそ

ら寝」 

「古典学習のし

るべ１と２」 

「絵仏師良秀」 

・古文と現代文の違いについて確

認する。 

・歴史的仮名遣いに慣れる。 

・現代語訳する際の注意点を理解

する。            

・古語の品詞や活用について理解

し、古語辞典の引き方に慣れる。 

a 

b 

c 

・定期考査、小テストａ 

・課題プリント、ワークシー

ト、提出物などの内容の確認ａ

ｂ 

・授業中の取組の観察、課題の

提出状況ｃ 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

１ 

随筆 

３ｈ 

Ｂ「読むこと」 

 

「さくらさく

ら」/俵万智 

・随筆を読み、筆者のものの見方や

感じ方を読み取る。 

・現代の言語文化に息づいている

古典の常識について興味を持つ。 

a 

b 

c 

・定期考査ａ 

・課題プリント、ワークシー

ト、提出物などの内容の確認ａ

ｂ 

・授業中の取組の観察、課題の

提出状況ｃ 

定期

考査 

古典0.5ｈ 

近代以降0.5ｈ 

Ｂ「読むこと」 

  ａｂ  

言語

活動 

 

 

１ｈ 

Ｂ「読むこと」 

 

 

「『花』といえば

『桜』？」 

 

 

・現代の言語活動に息づいている

古典の常識について興味を持つ。 

 

 

b 

c 

・課題プリント、ワークシー

ト、提出物などの内容の確認ａ

ｂ 

・授業中の取組の観察、課題の

提出状況ｃ 

１ 

漢文

入門 

 

 

 

５ｈ 

Ｂ「読むこと」 

 

 

 

 

「訓読の基本」 

「故事成語」 

「五十歩百歩」 

 

 

 

・訓読の基本を知り、漢文の決まり

や特色を理解する。 

・格言や故事成語を読み、漢文の世

界に親しむ。 

・漢和辞典を活用し、漢字の読みと

意味の関係について理解する。 

ａ 

ｂ 

ｃ 

・定期考査ａ 

・課題プリント、ワークシー

ト、提出物などの内容の確認ａ

ｂ 

・授業中の取組の観察、課題の

提出状況ｃ 

６ 

 

 

 

 ２ 

小説

１ 

３ｈ 

Ｂ「読むこと」 

 

「とんかつ」 

／三浦哲郎 

・会話や行動の描写に着目して、登

場人物の心情とその変化を読み取

る。 

ａ 

ｂ 

ｃ 

・定期考査ａ 

・課題プリント、ワークシー

ト、提出物などの内容の確認ａ

ｂ 

・授業中の取組の観察、課題の

提出状況ｃ 

 

７ 

 

定期

考査 

古典0.5ｈ 

近代以降0.5ｈ 

Ｂ「読むこと」 

  a b  



１ 

漢文

入門 

４ｈ 

Ｂ「読むこと」 

 

故事成語 

「借虎威」 

 

 

 

 

 

・訓点に従って正確に読めるよう

にする。 

・書き下し文のきまりを確認する。 

・正確に現代語訳し、内容を理解す

る。 

・「寓話」を理解する。 

a 

b 

c 

・課題考査ａ 

・課題プリント、ワークシー

ト、提出物などの内容の確認ａ

ｂ 

・授業中の取組の観察、課題の

提出状況ｃ 

８ 

 

 

 

４ 

小説

２ 

 

 

 

 

 

６ｈ 

Ｂ「読むこと」 

１ｈ 

Ａ「書くこと」 

 

 

 

 

「羅生門」 

／芥川龍之介 

 

 

 

 

 

 

・描かれている内容から主題を読

み取り、小説を深く味わう。 

・元となった古典の作品と読み比

べ、理解を深める。 

・「老婆」の主張についてどのよう

に考えるか。賛成・反対の立場を明

確にして意見を書く。 

 

a 

b 

c 

・定期考査ａ 

・課題プリント、ワークシー

ト、提出物などの内容の確認ａ

ｂ 

・授業中の取組の観察、課題の

提出状況ｃ 

９ 

 

 

 

 古文 

文法 

事項 

２ｈ 

「読むこと」 

古文学習のしる

べ３ 

「用言の活用」 

・古典を読むために必要な文語文

法のきまりや古典特有の表現など

について理解する。 

ａ 

ｂ 

ｃ 

・定期考査ａ 

・ワークシートの内容確認ａ

ｂ 

・授業中の取組の観察、課題の

提出状況ｃ 

10 

定期

考査 

近代以降１ｈ 

Ｂ「読むこと」 

  ａｂ  

   古文 

２ 

随筆 

３ｈ 

Ｂ「読むこと」 

 

 

 

 

徒然草「亀山殿

の御池に」 

 

 

・古文の表現に慣れ、随筆に表れた

作者の考えを、叙述を基に捉える。 

 

ａ 

ｂ 

ｃ 

・定期考査ａ 

・課題プリント、ワークシー

ト、提出物などの内容の確認ａ

ｂ 

・授業中の取組の観察、課題の

提出状況ｃ 

11 

 

 

 

 

 

 

古文 

４ 

物語 

 

 

 

 

７ｈ 

Ｂ「読むこと」 

 

 

 

１ｈ 

Ａ「書くこと」 

伊勢物語 

「筒井筒」 

 

 

 

言語活動 

和歌を自分の言

葉で書き換える 

・歌物語に描かれている内容を、叙

述を基に的確に捉える。 

・文章の展開や表現の特色に注目

しながら物語を味わう。 

 

・和歌を現代のコミュニケーショ

ンツールで書き換えることを通し

て、和歌の役割について理解を深め

る。 

a 

b 

c 

・定期考査ａ 

・課題プリント、ワークシー

ト、提出物などの内容の確認ａ

ｂ 

・授業中の取組の観察、課題の

提出状況ｃ 

12 

 定期

考査 

古典１ｈ 

Ｂ「読むこと」 

  ａｂ  

 ２ 

漢詩 

４ｈ 

Ｂ「読むこと」 

絶句と律詩 

「春暁」孟浩然 

「贈汪倫」杜甫 

「春望」杜甫 

・漢詩の形式やきまりを理解し、漢

詩にうたわれた情景や作者の心情

を読み取り、優れた表現を味わう。 

 

ａ 

ｂ 

ｃ 

・課題考査ａ 

・課題プリント、ワークシー

ト、提出物などの内容の確認ａ

ｂ 

・授業中の取組の観察、課題の

提出状況ｃ 



１ 現代

文 

３ 

詩歌 

３ｈ 

Ｂ「読むこと」 

「柳あをめる」

（短歌） 

「雪の深さを」 

（俳句） 

・短歌や俳句の特徴と表現効果を

理解し、言葉に込められた情景や心

情を読み取ったり、句の主題を読み

取ったりする。 

ａ 

ｂ 

ｃ 

・定期考査ａ 

・課題プリント、ワークシー

ト、提出物などの内容の確認ａ

ｂ 

・授業中の取組の観察、課題の

提出状況ｃ 

 

 

 

 

古文 

５ 

紀行 

 

 

 

 

４ｈ 

Ｂ「読むこと」 

 

 

 

２ｈ 

Ｂ「書くこと」 

奥の細道 

「平泉」 

 

・構成に注目しながら、作品に込め

られた思いを読み取る。 

・作品や文章の成立した背景や、他

の作品などとの関係を踏まえ、内容

の解釈を深める。 

・地域の文学碑を調べて、レポート

を書く。 

ａ 

ｂ 

ｃ 

・定期考査ａ 

・課題プリント、ワークシー

ト、提出物などの内容の確認ａ

ｂ 

・授業中の取組の観察、課題の

提出状況ｃ 

２ 

定期

考査 

古典0.5ｈ 

近代以降0.5ｈ 

Ｂ「読むこと」 

  ａｂ  

古文 

３ 

詩歌 

３ｈ 

Ｂ「読むこと」 

 

１ｈ 

Ａ「書くこと」 

「折々のうた」 

大岡信 

古典学習のしる

べ５ 

言語活動 

短歌を作る 

 

・詩歌に表れたものの見方、感じ

方、考え方を捉えて、内容を解釈す

る。 

・特徴的な表現の技法とその効果

について理解する。 

・ 

ａ 

ｂ 

ｃ 

・課題プリント、ワークシー

ト、提出物などの内容の確認ａ

ｂ 

・授業中の取組の観察、課題の

提出状況ｃ 

３ 

                                      計６４時間（５５分授業） 
          

 ※ 領域ごとの授業時数合計（５５分授業）           

領域ごとの 

授業時数合計 

Ａ「書くこと」 

5時間 

Ｂ「読むこと」（古典） 

40.5時間 

Ｂ「読むこと」（近代以降） 

18.5時間 

  

６ 課題･提出物等 

･ 単元ごとに、課題プリントやワークシート、授業ノートなどを提出してもらいます。 
･ 長期休業中の課題は別途指示します｡（課題学習帳等） 

 

７ 担当者からの一言 

「言語文化」は、実社会・実生活に生きて働く国語の能力を育成する科目です。実社会に必要な国語の知識や技
能を身につけたり、言葉による見方・考え方を働かせ論理的に考える力や、深く共感したり豊かに想像する力を
伸ばしたり、言葉が持つ価値への認識を深めたりすることなどを目指します。 
「言語文化」では、古典の教材を多く学習します。そのため、古典を読むために必要な文語の決まりや訓読の決
まり、古典特有の表現などについての学習をとおして、作品や文章に表れているものの見方、感じ方、考え方を
捉え、内容を理解する力を身につけましょう。我が国の文化と外国の文化との関係について理解したり、異なる
時代に成立した随筆や小説、物語などを読み比べたりすることで多くの気付きが得られることと思います。皆さ
んが学習活動に対して主体的・積極的に取り組むことで、楽しい学習時間にしていきましょう。（担当：阿部）                                                                                

 

 


